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「初めの一歩」に、つみたてＮＩＳＡ

マネープランはどう立てる？家計を仕分け、最適運用を
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日経MOOK「つみたてNISA＆iDeCoでお得に資産運用」を100名様に
Amazonギフト券5000円分を10名様にプレゼント
アンケートにご協力いただいた方の中から、日経MOOK「つみたてNISA＆iDeCoでお得に
資産運用」を100名様に、Amazonギフト券5,000円分を10名様に抽選でプレゼントします。
賞品は協賛各社（SMBC日興証券、大和証券、野村證券、みずほ銀行、三井住友信託銀行、
三菱東京UFJ銀行、三菱UFJ信託銀行）より提供。詳しくは右記サイトよりご応募ください。

プレゼント

家計の安定的な
資産形成に向けて

麻生太郎氏金融担当大臣

Special Column

　新年明けましておめでとうございます。
　日本の経済は、この５年間、アベノミクスの「三本の
矢」を放ち続けることで、名目GDP、企業収益は過去
最高の水準に達しております。株価も安倍内閣発足当
初の２倍以上に上昇するなど、経済の好循環が着実
に回り始めております。
　しかしながら、日本の1,800兆円を超える家計金融
資産については、約半分を占める900兆円以上が現預
金で、株式や投資信託等の割合は低位にとどまってお
ります。これを反映して、家計金融資産全体の伸びも米
英に比べて低いものとなっております。人口の減少や高
齢化の進展に直面する日本において、家計が安定的に
資産形成を進めていくことは、極めて重要な課題です。

　こうした中、金融庁は、金融機関に対して、金融商品
の販売、商品開発、運用等を行う全ての金融事業者を
対象に、良質な金融商品・サービスの提供や顧客に

対する分かりやすい説明など、「顧客本位の業務運
営」を促す取り組みを進めております。
　また、家計に対しては、平成26年に導入された非課
税投資制度であるNISAの普及を進めており、既に
1,000万人以上の方がNISAの口座を開設されてお
られます。
　加えて、今年からは、投資初心者による利用も念頭
にいれて、特に少額からの長期・積立・分散投資を強く
後押しする制度として、新たに「つみたてNISA」が始
まります。「つみたてNISA」は、現役世代を含め、より
バランスのとれたポートフォリオで資産形成をお考え
の家計にとって、有効なツールとなり得るものと考え
ております。

　「つみたてNISA」を一つの契機として、多くの家計
において安定的な資産形成が定着し、「貯蓄から資産
へ」の流れが広がることを心から期待しております。

広告特集

　「人生100年」の時代が目前に迫ってきている。長寿は喜ば
しいことだが、長生きすればその分お金も必要になる。老後へ
の備えとして資産形成は不可欠だ。日本人は現金や預貯金を
好む傾向が強いといわれるが、金利が低い預貯金だけでは資
産を十分に増やすことはできない。人生100年時代では、自分
が長く働くと同時に、預貯金以外の金融商品に投資することで
「お金にも上手に働いてもらう」必要がある。
　公的年金の給付水準が下がっていくと見込まれる中では、
一人ひとりがしっかりと「自分年金」を準備して、安心できる将
来像を描きたい―。それをバックアップするために導入され
ているのが、確定拠出年金（DC）や少額投資非課税制度
（NISA）だ。
　DCは60歳まで掛け金を毎月積み立てていく仕組みで、

運用益が非課税になるなどの税制メリットがある。企業型と
個人型があり、個人型は昨年から「iDeCo（イデコ）」の愛称
で加入対象者を拡充したことにより、2017年10月までに約
68.7万人が加入している。
　一方NISAは、金融機関で専用の口座を開設すると、そこで
購入した株や投資信託の利益が非課税になる。今年スタート
する「つみたてNISA」は、長期の資産形成に有効な「長期」
「積み立て」「分散」投資に、より適した制度として注目される。
投資信託の積み立て専用で、少ない金額でもコツコツ投資し
ていくことによって長期的な資産形成ができる。非課税期間
が20年あるので、現役世代が自分年金を作るのに好適だ。
　資産形成は早く始めるほど運用効果が高まる。とにかく一歩
踏み出すこと。それがゆとりある老後につながるだろう。

企画・制作=日本経済新聞社クロスメディア営業局

BSジャパンが日本経済新聞社グループ、テレビ東京の協
力で制作する報道番組。小谷真生子キャスターを中心に、
多彩な解説・ゲスト陣が明日の糧となる情報とビジネスの
ヒントを紹介します。国内外のニュースを最前線で取材す
る記者が深く解説。特集コーナーでは注目の企業トップに
インタビューし、「人生100年時代」の生活・資産運用術も
紹介します。明日のマーケットを占うコーナーも人気。

BSジャパン（7チャンネル）

 日経プラス10 毎週月～金、夜10時から放送中

＊当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

　一年の計も人生100年の計も、考え
始めるきっかけは大事ですね。お正月
は、大切な人と一緒に過ごす機会も増
えるはず。これからの人生設計や夢な
どについて話し合い、自分の将来マ
ネーに向き合ってみましょう。

今年こそ！投資を
始めたいあなたへ
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長期の資産形成を誰でも気軽に始められることを目指すつみたてＮＩＳＡとは

有利な制度を活用！ 自分に合った制度の使い分け、組み合わせ例を学ぶ

資産形成に必要なポートフォリオの考え方、多彩な商品・サービスの紹介

応募締切…2018年1月21日（日）
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Ｓ
Ａ
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Ｓ
Ａ
は
主
に
上
場

株
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Ｔ
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投
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リ
ー
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不
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対
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投
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も
積

み
立
て
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資
も
可
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だ
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方
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み
た

て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
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一
定
の
条
件
を
満
た
し

た
株
式
投
資
信
託
と
Ｅ
Ｔ
Ｆ
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対
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で
積
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立
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資
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課
税
期
間
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間
投
資
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額
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上
限
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Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
が
最
長
５
年
で
１
２
０
万
円
な
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対
し
て
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た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
最

長
20
年
で
40
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
比
較
す
る
と
、つ
み
た

て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
年
間
に
投
資
で
き
る

金
額
は
少
な
い
が
非
課
税
期
間
が
大

幅
に
長
く
な
っ
て
お
り
、コ
ツ
コ
ツ
と

時
間
を
か
け
て
資
産
を
形
成
で
き
る

よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
も
う
一
つ
の

特
徴
は
、一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
投

信
・
Ｅ
Ｔ
Ｆ
の
み
が
対
象
と
な
る
点

だ
。
長
期
投
資
で
は
コ
ス
ト
の
影
響
が

大
き
い
の
で
、
販
売
手
数
料
が
か
か
ら

ず
信
託
報
酬（
運
用
管
理
費
用
）が
一

定
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ

て
い
る
。

　

フ
ァ
ン
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の
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プ
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ン
プ
ル

な
イ
ン
デ
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ク
ス
フ
ァ
ン
ド
や
Ｅ
Ｔ
Ｆ
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「
初
め
の一
歩
」に
、つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

01vol.

［後 援］

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」と
も

い
わ
れ
る
ほ
ど
長
寿
国
と
な
っ
た

日
本
で
は
、
人
生
設
計
に
も
長
期

の
視
点
が
必
要
だ
。
積
み
立
て
型

の
少
額
投
資
非
課
税
制
度
で
あ

る「
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」は
、
将

来
に
向
け
た
長
期
の
資
産
形
成

を
誰
で
も
気
軽
に
始
め
ら
れ
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　資産形成は、ライフステージや
目標額などによって様々な始め
方があると思います。これまで投
資自体に不安を持っていた人に
も始めやすい制度設計だといわ
れるつみたてNISA。どんな特徴
があるのか見てみましょう。

金融庁 信託協会 生命保険協会 全国銀行協会 投資信託協会 日本証券業協会 日本損害保険協会 日本取引所グループ 日本FP協会

投資へのハードル下げる厳しい要件

つみたてNISA・対象商品の要件つみたてNISA・対象商品の要件
□ 信託期間が無期限または20年以上　□ 販売手数料無料　□ 毎月分配型は除く
□ ヘッジ目的以外のデリバティブ取引による運用を行わない

［共通の要件］

指定されたインデックスに
連動していること
投資対象が株式であること
最低取引単位
1000円以下
販売手数料が
1.25％以下
信託報酬が
0.25％以下

ETF

など

＊信託報酬・販売手数料は税抜き価格

純資産額が50億円以上
信託設定から5年以上経過
信託期間中資金流入超が
2/3以上
信託報酬が
国内資産に投資するもの
1%以下
信託報酬が
海外資産に投資するもの
1.5％以下

公募株式投資信託
̶アクティブ型̶

など

指定されたインデックスに
連動していること

など

公募株式投資信託
̶インデックス型̶

信託報酬が
国内資産に投資するもの
0.5%以下
信託報酬が
海外資産に投資するもの
0.75％以下
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Ｓ
Ａ
は
子

ど
も
の
大
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れ
る
。

　

株
式
や
Ｊ
リ
ー
ト
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投
資
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る
な
ら

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、コ
ツ
コ
ツ
と
投
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積
み

立
て
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み
た
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Ｉ
Ｓ

Ａ
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進
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費
用
を
準
備
す

る
な
ら
ジ
ュ
ニ
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Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
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い
う
ふ
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に
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合
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て
使
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分
け
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資
金
流
入
が
安
定
し
て
い
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
フ
ァ
ン
ド
な
ど
に
限
ら
れ
る
。
２
０

１
７
年
12
月
現
在
、そ
の
数
は
約
１
３

０
に
上
る
。

　

投
信
で
資
産
形
成
を
始
め
よ
う
と

思
っ
て
も
フ
ァ
ン
ド
の
数
が
多
す
ぎ
て

選
べ
な
い
と
い
う
人
が
多
い
中
、つ
み

た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
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対
象
が
長
期
投
資

に
適
し
た
フ
ァ
ン
ド
に
絞
ら
れ
て
い
る

の
で
選
び
や
す
い
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毎
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積
み
立
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で
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金
融
機
関
に
よ
っ
て

１
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・
５
０
０
０
円
・
１
０
０
０
円

な
ど
で
、
若
い
人
で
も
無
理
な
く
積
み

立
て
投
資
が
で
き
る
。
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Ｓ
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融
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Ｓ
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ナ
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イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
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、ま
た
は

通
知
カ
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と
写
真
付
き
本
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確
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書
類
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提
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る
。
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Ｓ
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Ｓ
Ａ
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融
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で
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て
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
に
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す
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融
機
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に
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た
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Ｓ
Ａ
へ
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出
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る
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の
金
融
機
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で

つ
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た
て
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Ｓ
Ａ
を
利
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す
る
の
で

あ
れ
ば
、ま
ず
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Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
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あ
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金
融
機
関
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金
融
機
関
の
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出
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出
し
て「
勘
定
廃
止
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証
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書
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受
け
取
る
。
そ
れ
を
つ
み
た

て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
口
座
開
設
届
出
書
と

と
も
に
、つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
始
め

る
金
融
機
関
に
提
出
す
る
。
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Ｎ
Ｉ
Ｓ
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変
更
し
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も
、Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
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に
あ
る
株
式
や
投
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は
、そ
の
ま
ま
非
課
税
期
間
が
終
了

す
る
ま
で
保
有
で
き
る
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

が
利
用
で
き
る
の
は
日
本
に
住
む
20

歳
以
上
の
人
だ
が
、19
歳
以
下
の
人
を

対
象
に
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
も
あ

る
。
投
資
対
象
や
非
課
税
期
間
は
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
と
同
じ
で
、年
間
の
投
資
金
額

の
上
限
は
80
万
円
と
な
っ
て
い
る
。Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
、つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
購
入

し
た
投
信
な
ど
の
売
却
金
を
い
つ
で

も
払
い
出
せ
る
の
に
対
し
て
、
ジ
ュ
ニ

ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
口
座
名
義
人
が
３
月

31
日
時
点
で
18
歳
で
あ
る
年
の
１
月

１
日
以
降
で
な
い
と
引
き
出
せ
な
い
。

大江英樹氏

経済コラムニスト／オフィス・リベルタス 代表取締役

好調続く日本株市場
今から始めて大丈夫？

Expert Column

［協 賛］

のマネ
年時代人生

今年こそ！投資を
始めたいあなたへ

広告特集

　昨年来、株式市場は好調な状況が
続いている。この背景は企業の業績
が向上してきているからだ。今年度の
上半期を見ても７割を超える上場企
業が増益となっているため、欧米の市
場に比べても日本は決して割高とは
いえない。しかしながら、投資環境は
整ってきているものの、今から投資を
始めて大丈夫なのかという不安を持
つ人はいるかもしれない。
　多額の資金を投入して一度に株式
を買うのであれば、タイミングが非常
に重要であることは言うまでもない
が、積み立てで株式投資をするので
あれば、それほど気にすることはな
い。仮に高値で始めたとしても、下落
する局面では平均購入価格を下げる
効果が働くため、一時的に下落したと

してもその後の上昇局面では収益を
得やすくなる。これは過去の下落局面
でも証明されている。なぜなら株価と
いうものは永遠に上がり続けることも
下がり続けることもないからだ。
　大切なことは少額でも良いから早
く始めることだろう。特にNISAやつみ
たてNISAのように非課税の特典が
利用できる制度は、できるだけ早くか
ら利用するのが得策だ。短期的な株
価の変化を予想して的確に当てるこ
とは困難である。しかしながら、長期
的に経済の成長に期待して積み立て
を続けていくことで、ゆったりと確実
に資産形成を果たすことは可能だ。
　つみたてNISAがスタートする今年
は、そんなきっかけの年にしてみたい
ものである。
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NISA・ジュニアNISA・つみたてＮＩＳＡの違い

日本に住む20歳以上の人対 象 者

対 象 商 品

投 資 方 法

非 課 税 期 間

投資可能期間

年間投資上限額

資産の引き出し

NISA ジュニアNISA つみたてＮＩＳＡ

上場株式、株式投資信託、ETF、Jリート
一定の条件を満たした
株式投資信託

（2017年12月現在約130本）

年度末に18歳になる
年の1月1日以降可能

制限なし

株式・Jリートに
投資してみたい！

子どもの大学進学
費用を作るわ

コツコツと投資信託
を積み立てするぞ

120万円

いつでも可能

日本に住む19歳以下の人

80万円

日本に住む20歳以上の人

積み立てのみ

いつでも可能

40万円

2037年まで

20年間

2023年まで

5年間



　

年
金
だ
け
で
は
不
足
す
る
老
後
マ

ネ
ー
を
自
分
自
身
の
積
み
立
て
で
補

い
た
い
人
を
後
押
し
す
る
仕
組
み
と

し
て
、２
０
０
１
年
に
登
場
し
た
確
定

拠
出
年
金
。
企
業
型
と
個
人
型
が
あ

り
、
個
人
型
は
こ
れ
ま
で
、
利
用
で
き

る
人
が
自
営
業
者
や
勤
務
先
に
企
業

年
金
の
な
い
会
社
員
な
ど
に
限
ら
れ

て
い
た
。し
か
し
、
17
年
か
ら
公
務
員

や
専
業
主
婦
、
企
業
年
金
の
あ
る
会

社
の
会
社
員
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
、「
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ（
イ
デ
コ
）」と
い

う
愛
称
も
つ
け
ら
れ
た
。

　

ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
は
、
加
入
者
が
掛
け
金

を
毎
月
拠
出
し
て
投
資
信
託
な
ど
を

積
み
立
て
購
入
し
、
運
用
し
て
い
く
制

度
。
積
み
立
て
た
も
の
は
原
則
と
し
て

60
歳
以
降
に
引
き
出
せ
る
。運
用
が
う

ま
く
い
け
ば
、
積
み
立
て
た
金
額
以
上

の
資
産
形
成
が
期
待
で
き
る
。

　

ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
は
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
同
様
、運

用
益
が
非
課
税
で
あ
る
こ
と
に
加
え

て
、
拠
出
し
た
掛
け
金
の
全
額
が
所

得
控
除
の
対
象
と
な
っ
て
所
得
税
・

住
民
税
の
負
担
が
軽
く
な
る
の
が
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
。60
歳
以
降
に
積
立

金
を
引
き
出
す
と
き
に
も
、
税
制
優

遇
が
あ
る
。

　

掛
け
金
の
額
は
月
５
０
０
０
円
か

ら
。
年
間
の
拠
出
額
は
、
職
業
や
勤
務

先
に
企
業
年
金
・
確
定
拠
出
年
金
が

あ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
上
限
が
決

ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
毎
月
均

等
額
で
し
か
積
み
立
て
ら
れ
な
か
っ
た

が
、今
年
か
ら
年
単
位
で
の
拠
出
も
可

能
に
な
っ
た
。

　

長
い
人
生
の
途
中
で
お
金
が
不
足

し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
マ

ネ
ー
プ
ラ
ン
を
立
て
て
家
計
を
管
理

し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
計
画

的
に
貯
蓄
を
し
な
が
ら
、余
裕
資
金
の

一
部
は
リ
ス
ク
を
と
っ
た
運
用
も
選
択

肢
に
入
る
。そ
の
際
、
税
制
優
遇
の
あ

る
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
を
ぜ
ひ
活

用
し
た
い
。

　

人
生
の
３
大
支
出
は
、
住
宅
費
、
教

育
費
、老
後
資
金
。住
宅
費
は
必
要
と

な
る
時
期
が
比
較
的
早
い
こ
と
が
多

い
の
で
、
貯
蓄
で
準
備
す
る
こ
と
に
な

る
。購
入
予
定
時
期
と
必
要
額
か
ら
逆

算
し
て
積
立
額
を
決
め
、財
形
貯
蓄
や

マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
は
ど
う
立
て
る
？

家
計
を
仕
分
け
、最
適
運
用
を

02vol.

　

資
産
形
成
を
始
め
る
な
ら
ば
、
有
利
な
制
度
を
活
用
し
た
い
。
将
来
家
計
に
必
要
な
お

金
を
仕
分
け
し
て
、
制
度
を
上
手
に
使
い
分
け
な
が
ら
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
を
立
て
る
の
が
望

ま
し
い
。で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
特
徴
を
生
か
す
に
は
、ど
う
組
み
合
わ
せ
て
い
け
ば

い
い
の
か
。モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
参
考
に
考
え
て
み
た
い
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　老後資金は財形貯蓄で着実にためながら、2017年か
ら公務員や専業主婦も利用できるようになったiDeCoも
活用する。つみたてNISAも併用して長期的な資産形成を
図り、ゆとりある老後を目指す。

　老後資金は財形貯蓄で着実にためながら、2017年か
ら公務員や専業主婦も利用できるようになったiDeCoも
活用する。つみたてNISAも併用して長期的な資産形成を
図り、ゆとりある老後を目指す。

　老後資金は財形貯蓄で着実にためながら、2017年か
ら公務員や専業主婦も利用できるようになったiDeCoも
活用する。つみたてNISAも併用して長期的な資産形成を
図り、ゆとりある老後を目指す。

　夫婦とも企業型確定拠出年金に加入していれば、リス
クをとった運用で老後資金づくりができる。長期的な資産
形成のために、財形貯蓄やつみたてNISAも活用する。子
どもの大学進学費用は貯蓄＋ジュニアNISAで。

　夫婦とも企業型確定拠出年金に加入していれば、リス
クをとった運用で老後資金づくりができる。長期的な資産
形成のために、財形貯蓄やつみたてNISAも活用する。子
どもの大学進学費用は貯蓄＋ジュニアNISAで。

　夫婦とも企業型確定拠出年金に加入していれば、リス
クをとった運用で老後資金づくりができる。長期的な資産
形成のために、財形貯蓄やつみたてNISAも活用する。子
どもの大学進学費用は貯蓄＋ジュニアNISAで。

　必要な時期までが短い結婚資金や住宅資金は着実に
貯蓄。勤務先に財形貯蓄がなければ自動積立定期預金
で。企業年金のない会社員はiDeCoで老後資金を準備す
る。将来の支出に備え、つみたてNISAも活用しよう。

　必要な時期までが短い結婚資金や住宅資金は着実に
貯蓄。勤務先に財形貯蓄がなければ自動積立定期預金
で。企業年金のない会社員はiDeCoで老後資金を準備す
る。将来の支出に備え、つみたてNISAも活用しよう。

　必要な時期までが短い結婚資金や住宅資金は着実に
貯蓄。勤務先に財形貯蓄がなければ自動積立定期預金
で。企業年金のない会社員はiDeCoで老後資金を準備す
る。将来の支出に備え、つみたてNISAも活用しよう。

30代／会社員
̶独身・子どもなし̶

年収400万円／資産500万円世帯年収600万円／資産1500万円

40代後半／公務員
̶妻 専業主婦（パート）・子ども１人̶

世帯年収1000万円／資産1500万円

40代前半／会社員
̶共働き・子ども２人̶

不
安
な
老
後
マ
ネ
ー
は

ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
で
補
う

３
大
支
出
ご
と
に
設
計

必
要
な
時
期
見
極
め
て

長期的資産形成 つみたてNISA

結婚資金・住宅資金 自動積立定期預金
老後資金 iDeCo長期的資産形成 夫 つみたてNISA

老後資金 夫婦それぞれ iDeCo／夫 財形貯蓄

教育費の一部

長期的資産形成 夫婦それぞれ 財形貯蓄／つみたてNISA
子それぞれ ジュニアNISA

老後資金 夫婦それぞれ 企業型確定拠出年金
（加入してない場合はiDeCoで）



自
動
積
立
定
期
預
金
で
積
み
立
て
る

と
よ
い
。
教
育
費
の
う
ち
最
も
お
金
の

か
か
る
大
学
進
学
資
金
は
、
子
ど
も
の

出
生
時
か
ら
積
み
立
て
を
開
始
す
る
。

期
間
が
10
年
以
上
あ
る
の
で
、一
部
は

ジ
ュ
ニ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
な
ど
で
運
用
し
て

も
い
い
だ
ろ
う
。

　

老
後
資
金
は
必
要
と
な
る
時
期
ま

で
時
間
が
あ
る
の
で
、
確
定
拠
出
年

金
を
活
用
し
た
い
。
そ
の
際
、
定
期
預

金
な
ど
元
本
確
保
型
商
品
よ
り
も
投

信
な
ど
を
利
用
し
た
方
が
資
産
を
増

や
す
効
果
が
期
待
で
き
、
税
制
の
メ

リ
ッ
ト
も
生
か
せ
る
。も
ち
ろ
ん
元
本

割
れ
の
リ
ス
ク
も
あ
る
た
め
、
無
理
の

な
い
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

確
定
拠
出
年
金
の
上
限
額
以
上
に

積
み
立
て
が
可
能
で
あ
れ
ば
、つ
み
た

て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
併
用
す
る
と
い
い
だ
ろ

う
。
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
の
ま
と
ま
っ
た
資

金
で
投
資
し
た
い
人
や
株
・
Ｊ
リ
ー
ト

に
投
資
し
た
い
人
は
、Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
利

用
を
検
討
し
た
い
。

のマネ
年時代人生

今年こそ！投資を
始めたいあなたへ

広告特集

　個人向け国債を毎月購入していけば、10年後から毎月
償還金を受け取ることができ「自分年金」として使える。
NISAとつみたてNISAは１人では同時に併用できないの
で、世帯内で使い分けるといい。

　個人向け国債を毎月購入していけば、10年後から毎月
償還金を受け取ることができ「自分年金」として使える。
NISAとつみたてNISAは１人では同時に併用できないの
で、世帯内で使い分けるといい。

　個人向け国債を毎月購入していけば、10年後から毎月
償還金を受け取ることができ「自分年金」として使える。
NISAとつみたてNISAは１人では同時に併用できないの
で、世帯内で使い分けるといい。

　人工知能（AI）を活用した個人向けの人生シミュ
レーションプラットフォーム「MILIZE」。自身の給与や
生活費のデータを入力すれば、現時点の生活費など
の診断に加えて、将来の収支予測などもシミュレー
ションしてくれる。資産形成応援プロジェクトのウェ
ブサイト（http://ps.nikkei.co.jp/shisankeisei/）か
らでも体験ができる。自分のライフスタイルにあった
資産形成の参考に一度試してみてはいかがだろう。

世帯年収1500万円／資産2000万円

50代／経営者
̶妻 専業主婦・子ども 独立̶計

画
的
に
余
裕
資
金
を
蓄
え
る

計
画
的
に
余
裕
資
金
を
蓄
え
る

「MILIZE（ミライズ）」

Topics
個人向け無料資産形成シミュレーター

ht tps ://m i l i ze .com/

併
用

の
ま
と
ま
っ
た
資

う
。
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
ののや

株
・
Ｊ
リ
ー
ト

金
で
投
資
し
た
い
人
ややＮ

Ｉ
Ｓ
Ａ
の
利

に
投
資
し
た
い
人
は
、

用
を
検
討
し
た
い
。

　将来のビジョンを明確に持てば、い
つ、何に、どれくらいのお金がかかるの
かもわかってきます。今は、老後の活動
資金は資産形成への取り組み方次第
で大きく差がつく時代。ライフプランに
合わせてしっかりと準備しましょう。

長期的資産形成 妻 つみたてNISA 
夫 NISAで個別株・ETF

老後資金 夫 個人向け国債（10年）

モデルケース設定・監修：フィナンシャルプランナー馬養雅子氏



　

投
資
信
託
は
運
用
の
仕
方
に
よ
っ

て
２
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
型
は
、
値
動
き
が
特
定
の
株
価
指

数
な
ど
に
連
動
す
る
。
い
わ
ば
市
場

平
均
並
み
の
リ
タ
ー
ン
を
目
指
す
も

の
と
い
え
る
。一
方
、ア
ク
テ
ィ
ブ
型
は

市
場
平
均
を
上
回
る
運
用
成
果
を
目

指
す
も
の
で
、
投
資
対
象
や
投
資
手

法
が
幅
広
く
多
彩
だ
。

　

つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
利
用
で
き

る
の
は
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
型
が
中
心
だ

が
、よ
り
高
い
リ
タ
ー
ン
を
求
め
る
な

ら
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
型
の
フ
ァ
ン
ド
に
も

目
を
向
け
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　

特
に
、将
来
性
の
あ
る
テ
ー
マ
に
関

連
す
る
株
に
投
資
す
る
テ
ー
マ
型
の

フ
ァ
ン
ド
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
こ
の
と
こ
ろ
話
題
の
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）や
Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）、

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー（
生
命
工
学
）、

エ
コ
ロ
ジ
ー（
環
境
保
護
）、
介
護
な

ど
だ
。

　

た
だ
し
、
テ
ー
マ
型
の
フ
ァ
ン
ド
は

同
じ
よ
う
な
業
種
の
株
に
集
中
投
資

す
る
の
で
、
値
動
き
は
大
き
く
な
る
。

成
果
が
出
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
投
資
す
る
な
ら
長

期
的
な
ス
タ
ン
ス
を
心
掛
け
た
い
。

　

そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
投
信
を
選

ん
だ
ら
い
い
の
か
、基
本
的
な
考
え
方

を
紹
介
し
よ
う
。
自
身
の
お
金
を
ど

の
よ
う
な
資
産
で
運
用
す
る
か
を
考

え
る
の
が
ア
セ
ッ
ト
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
資
産
配
分
）だ
。
分
散
投
資
の
考
え

方
か
ら
す
る
と
、い
ろ
い
ろ
な
資
産
に

分
散
し
て
投
資
し
た
方
が
い
い
。具
体

的
に
は
、
投
資
対
象
商
品（
株
式
、
債

券
、
不
動
産
、
金
な
ど
）と
投
資
地
域

（
先
進
国
、
発
展
途
上
国
、
ま
た
は
日

本
、
米
国
、
欧
州
な
ど
）の
掛
け
合
わ

せ
を
行
う
。つ
ま
り
、
日
本
の
株
式
や

債
券
、米
国
の
株
式
、発
展
途
上
国
の

株
式
と
い
っ
た
具
合
だ
。

　

次
に
ど
の
よ
う
な
比
率
で
投
資
し

た
ら
い
い
か
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
幸
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
投

資
す
る
投
資
信
託
が
あ
る
の
で
、
現

物
を
買
わ
な
く
て
も
少
額
か
ら
投
資

す
る
こ
と
も
可
能
だ
。　
　

　

ま
た
、各
金
融
機
関
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
上
で
提
供
し
て
い
る
ア
セ
ッ
ト
ア

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も

参
考
に
し
た
い
。
想
定
投
資
期
間
や
、

耐
え
ら
れ
る
リ
ス
ク
許
容
度
な
ど
の

質
問
に
答
え
る
と
、
そ
の
人
に
最
適

な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
紹
介
し
て
く

れ
る
。
今
の
自
分
の
マ
ネ
ー
の
状
況

を
把
握
し
、
自
身
に
最
適
な
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
を
考
え
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
よ
う
。

　

今
、
注
目
を
集
め
て
い
る
の
は
Ｅ

Ｓ
Ｇ
投
資
だ
。
地
球
環
境
へ
の
配
慮
、

自
分
の
将
来
の
た
め
に
何
を
選
ぶ
か

自
分
の
将
来
の
た
め
に
何
を
選
ぶ
か

自
分
の
将
来
の
た
め
に
何
を
選
ぶ
か

　

資
産
形
成
と
は
、今
の
自
分
と
将
来
の
理
想
の
自
分
と
の
差
を
埋
め
て

い
く
こ
と
だ
と
も
い
え
る
。そ
の
た
め
に
は
、預
貯
金
や
運
用
す
る
資
金
な

ど
の
金
融
資
産
の
配
分（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
）を
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合

わ
せ
て
適
宜
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。こ
う
し
た
資
産
形
成
に
必
要

な
基
本
的
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
考
え
方
を
紹
介
す
る
。
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知
っ
て
お
き
た
い
資
産
配
分

資
産
形
成
の
基
本
的
な
考
え
方

投
資
信
託
に
は

様
々
な
種
類
が
あ
る

投
資
で
社
会
貢
献
を

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
に
注
目

環境（E）と社会（S）、企業統治（G）の
3分野への取り組みを考慮して
投資先企業を選ぶ

環 境

○地球温暖化問題への対応
○原材料など、調達資源の効率性
○生物多様性の保護
○水資源の保護　など

○女性活躍推進など、
  多様な働き方への視点
○地域社会への貢献
○安全・安心への配慮
○労働環境改善　など

○法令順守
○説明責任のある情報の開示
○有効な監督機能
○株主の権利確保　など

社 会 企業統治

ESG投資とは？ESG投資とは？ESG投資とは？

Environment

Social Governance

E

S G
?

日

に
必
要

応応応応応応応応応応応対応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応
性性性性性性性率性率性率性率率率源源源源源源源源のののののののののののののののの効率効率効効率効の効のの効ののの 率率率効効率効効の効のののののののののののののののの源の源源のののののの源ののののののののののののののののののののののののののの

護護護護護護護護
なななななななななななななななどどどどどなななななどなどなどななどなどななななななどどどどどななななどどどどどど

○法令順守令順守
○説明責任のある情報の開示
○有効な監督機能
○株主の権利確保　など

企業統治
Governance

　金融商品やサービスが多様化
して選択肢が増えるのはいいこ
とですが、何が自分の資産形成
に役立つのかを見極める必要が
あります。経済状況や商品・サー
ビスの価値を自分で判断できる
金融リテラシーは大切ですね。



　

金
融
資
産
を
保
有
し
て
い
る
シ
ニ

ア
世
代
は
、
相
続
も
気
に
な
る
と
こ

ろ
だ
ろ
う
。
２
０
１
５
年
か
ら
相
続

税
の
基
礎
控
除（
非
課
税
枠
）が
そ
れ

ま
で
の
６
割
に
縮
小
さ
れ
て
課
税
さ

れ
る
人
が
増
え
、
富
裕
層
で
な
く
て

も
相
続
税
対
策
が
必
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

　

相
続
税
対
策
と
し
て
取
り
組
み
や

す
い
の
は
生
前
贈
与
だ
。
年
１
１
０

万
円
の
贈
与
税
の
非
課
税
枠
の
範
囲

で
複
数
年
に
わ
た
っ
て
子
や
孫
に
贈

与
し
て
い
け
ば
、相
続
財
産
が
減
っ
て

相
続
税
の
負
担
が
軽
く
な
る
。
と
は

い
え
、
贈
与
の
た
び
に
贈
与
契
約
書

を
作
成
す
る
な
ど
の
手
間
が
か
か
る

の
で
、
信
託
銀
行
の
暦
年
贈
与
信
託

を
利
用
し
て
手
続
き
を
簡
潔
に
す
る

の
も
一
案
だ
。

　

祖
父
・
祖
母
か
ら
孫
へ
教
育
資
金

を
贈
与
す
る
際
に
１
５
０
０
万
円
ま

で
非
課
税
に
な
る
制
度
も
あ
る
。
そ

の
受
け
皿
と
な
る
教
育
資
金
贈
与
信

託
は
、
13
年
４
月
の
ス
タ
ー
ト
か
ら

17
年
３
月
末
ま
で
に
契
約
数
約
18
万

件
、
信
託
財
産
設
定
額
１
兆
２
０
０

０
億
円
を
超
え
る
ヒ
ッ
ト
商
品
と

な
っ
て
い
る
。

　

贈
与
し
た
資
金
の
使
途
が
教
育
費

に
限
ら
れ
る
の
で
無
駄
遣
い
さ
れ
る

心
配
が
な
く
、
何
よ
り
も
孫
の
喜
ぶ

顔
が
見
ら
れ
る
と
い
う
の
が
ヒ
ッ

ト
の
理
由
の
一
つ
だ
ろ
う
。
孫
の

親
に
と
っ
て
は
教
育
費
の
負
担
が

軽
く
な
る
の
も
メ
リ
ッ
ト
だ
。
こ

の
非
課
税
制
度
は
19
年
３
月
31

日
ま
で
の
贈
与
が
対
象
と
な
っ
て

い
る
。

女
性
の
活
用
、
企
業
統
治
な
ど
に
優

れ
た
企
業
の
株
に
投
資
す
る
こ
と
を

い
う
。こ
う
し
た
企
業
は
社
会
の
課
題

を
解
決
し
て
持
続
可
能
な
世
界
の
実

現
に
貢
献
す
る
。そ
れ
に
よ
っ
て
企
業

価
値
が
高
ま
り
株
価
も
持
続
的
に
上

が
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
流
れ
は
世
界
的
な

も
の
で
、
日
本
の
年
金
資
産
を
運
用

す
る
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行

政
法
人（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）も
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資

を
始
め
て
い
る
。個
人
向
け
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ

関
連
フ
ァ
ン
ド
も
設
定
さ
れ
て
お
り
、

投
資
を
社
会
貢
献
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

株
や
投
信
の
ネ
ッ
ト
取
引
は
す
っ

か
り
定
着
し
て
い
る
が
、
ネ
ッ
ト
と
資

産
運
用
は
一
層
連
携
を
深
め
て
い
る
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
ス
マ
ホ
）用
の

家
計
簿
ア
プ
リ
に
は
、
ネ
ッ
ト
取
引

を
行
っ
て
い
る
銀
行
や
証
券
会
社
の

残
高
な
ど
を
自
動
的
に
取
得
し
て
表

示
す
る
も
の
が
あ
る
。家
計
だ
け
で
な

く
、
資
産
も
ス
マ
ホ
一
つ
で
管
理
で
き

る
利
便
性
か
ら
利
用
者
が
広
が
っ
て

い
る
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
ロ
ボ
ア

ド
）は
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
サ
イ
ト

に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
く
つ
か
の
質
問
に

答
え
る
と
、
独
自
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で

そ
の
人
に
合
っ
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

を
提
案
し
て
く
れ
る
。
資
産
を
預
け

入
れ
れ
ば
そ
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に

沿
っ
た
運
用
を
行
う
ロ
ボ
ア
ド
会
社

も
あ
る
。

　

初
心
者
が
運
用
を
始
め
る
際
の

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
仕
組
み
に
よ
っ

て
投
資
家
の
す
そ
野
が
広
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
と
ま
っ
た
額
の
資
産
の
運
用
に

頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
人
や
、運
用
に
つ

い
て
考
え
た
り
金
融
商
品
を
選
ん
だ

り
す
る
時
間
の
な
い
人
も
多
い
だ
ろ

う
。
そ
ん
な
人
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
に

ラ
ッ
プ
口
座
が
あ
る
。
投
資
一
任
契
約

に
基
づ
い
て
金
融
機
関
が
顧
客
に
代

わ
っ
て
運
用
す
る
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド

の
サ
ー
ビ
ス
で
、
最
低
契
約
額
は

５
０
０
０
万
円
あ
る
い
は
１
億
円

と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　

同
様
の
サ
ー
ビ
ス
だ
が
、
既
存

の
フ
ァ
ン
ド
の
組
み
合
わ
せ
で

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
作
成
・
運
用

す
る
フ
ァ
ン
ド
ラ
ッ
プ
も
あ
る
。

こ
れ
は
、
最
低
投
資
金
額
３
０
０

万
円
あ
る
い
は
５
０
０
万
円
程
度

で
利
用
で
き
る
。
金
融
機
関
が
顧

客
の
資
産
の
状
況
や
運
用
目
的
、

リ
ス
ク
許
容
度
な
ど
を
細
か
く
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
て
そ
れ
に
合
わ
せ
た

資
産
配
分
を
提
案
し
運
用
す
る
。

経
済
状
況
な
ど
の
変
化
に
応
じ

て
運
用
を
見
直
し
、
顧
客
に
は
定

期
的
に
運
用
報
告
を
行
う
。

　

ラ
ッ
プ
口
座
や
フ
ァ
ン
ド
ラ
ッ

プ
は
、
預
け
入
れ
た
資
産
の
一
定

割
合
が
手
数
料
と
し
て
か
か
る
ほ

か
、
保
有
す
る
フ
ァ
ン
ド
の
信
託

報
酬
な
ど
が
必
要
。
資
産
額
の
増

加
に
応
じ
て
一
定
額
の
手
数
料
を

支
払
う
成
功
報
酬
型
も
あ
る
。
利

用
す
る
場
合
は
、
手
数
料
に
見
合

う
運
用
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
が
大
切
だ
。

のマネ
年時代人生

今年こそ！投資を
始めたいあなたへ

広告特集

資産形成応援プロジェクトのアーカイブは、こちらから http://ps.nikkei.co.jp/shisankeisei/

進
化
す
る
ネ
ッ
ト
取
引

ロ
ボ
ア
ド
活
用
も
手
軽
に

運
用
一
任
ラ
ッ
プ
口
座

投
信
で
フ
ァ
ン
ド
ラ
ッ
プ

生
前
贈
与
の
仕
組
み
活
用

人
気
集
め
る
信
託
商
品

教育資金一括贈与非課税制度の仕組み

祖父母 孫（30歳未満）

教育機関
（学校・塾など）

支払い 領収書

領収書

非課税申告書の提出
（金融機関が代行）

孫の30歳到達時の
翌年に調書を提出

金融機関
（信託銀行・銀行・証券会社など）

税務署

教育資金口座
（孫名義）

引き出し一括贈与

ロボットアドバイザー

PCやスマホでいくつかの質問に
回答してもらう

年 齢 資産額

提案されたファンドを購入す
るかどうかは投資家が判断。
購入後のリバランスは投資
家自身が行う

投資アドバイス型

サービス提供会社が顧客に
代わって提示したポートフォ
リオで運用。リバランスなど
を行う

投資一任型

など

投資経験

独自のアルゴリズムで
その人に最適なポートフォリオを提示

リスク許容度


